
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペースシャトル ディスカバリークルー 

記者会見 

２００８年７月２９日 

ほんとに美しかったんですよね。金属製なので銀色に輝く。あれだけ大きなもの
が漆黒の宇宙の中に浮かんでいる。それがみえたときに、ものすごく美しくて、こ
れは人類として本当に誇りに思いました。 

（宇宙ステーションドッキングの瞬間を振り返って 星出飛行士） 

このフライトというのはお金がかかるのです。毎秒毎秒、そのお金に見合うだけ
のことを活用したい。できる限りの作業をしたいと思っているわけですから、とて
も忙しいのです。（ギャレン飛行士） 

宇宙ステーションとの間のハッチを閉めるときに「え、これで帰っちゃうのか。
嫌だな、もうちょっといたいなあ」と思いました。（星出飛行士） 

まずは、やはり冒険心ですね。何かすばらしいことを、何か少し変わったことを
やりたいという冒険心が一つ。それからやはりそういう夢を達成するんだという強
い信念ですね。（宇宙飛行士を目指す子どもたちへ フォッサム飛行士） 

宇宙飛行士一人では何もできない。やはりチームワークが求められる世界です。
特に私は、このクルーのメンバーに非常に恵まれたなという思いが強い。ですので、
チームワーク、仲間ということですね。仲間と仲よく一緒に頑張るということを経
験してほしいなと思います。（宇宙飛行士を目指す子どもたちへ 星出飛行士） 

（国際協力の過程で）いろんなところで考え方が違ったり、というのはあったわ
けです。ですが、それを乗り越えてここまで来ることが出来たというのは、人類は
協力できるんだ、と示せた一つの大きな例になるんじゃないかなと思います。 

（星出飛行士） 
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司会・長沢光男企画委員 それでは、ディスカバ

リーのクルーの会見を始めたいと思います。進め

方ですけれども、まずコマンダーのマーク・Ｅ・

ケリーさんに、クルーを紹介していただき、その

後、星出さんから今回のミッションについてうか

がった後、質疑に入りたいと思います。 

ケリー こんにちは。日本記者クラブにお招きい

ただき、ありがとうございます。日本に来ること

ができて光栄です。 

 我々は、とても重要な搭載物を宇宙に輸送して

まいりました。いまでは、これがＩＳＳ（国際宇宙ス

テーション）に設けられていまして、世界トップ、

宇宙トップの実験棟です。 

 それでは、クルーの紹介をいたします。ギャレ

ット・リーズマンです。ニュージャージー出身で、

「ドクター」リーズマンです。９５．２日間、長期滞

在をしていました。そういうことで、ＳＴＳ－１２４

に関しましては、半分の旅をしたわけです。前回

はＳＴＳ－１２３で、打ち上げを行いました。それは、

船内保管室（ＪＬＰ）を運びあげたときです。 

 次のロナルド・ギャレンは、空軍出身です。今

回のミッションでは３回船外活動を行いました。

フライトエンジニアを担当しておりました。 

 ケネス・ハムは我々の操縦士・パイロットです。

米国空軍のファイター・パイロットでした。ニュ

ージャージー出身です。 

 星出さんをちょっと飛ばしまして、その右側が、

マイケル・フォッサムです。空軍のカーネル（軍

曹）でした。２回目の飛行でしたが、我々の先頭を

切って船外活動を行いました。 

 その右がドクター・カレン・ナイバーグ。ミネ

ソタ出身です。彼女は５０人目の船外活動をする女

性となりました。今回のミッションでは、３回ロ

ボットアームを操作しました。日本のきぼうのロ

ボットアームの操作も行いました。 

 私の左にいるのが星出彰彦です。日本の宇宙飛

行士で、我々のペイロードコマンダーです。 

 今回のフライトの訓練を開始した際に、彰彦君

に、ペイロードをフォローしてほしい、船内実験

室（ＪＰＭ）を担当してほしいとお願いをしました。 

 ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）もすばらしい仕

事をしてくださいました。ほとんどパーフェクト

に近い、実質的にパーフェクトなペイロードをＮ

ＡＳＡに導入してくださいました。大変成功した

フライトになりました。 

司会 では、星出さんに今回のミッションについ

て少しお話しいただきます。 

星出 質疑応答の前に、一言、私のほうから申し

あげさせていただきます。 

本日は暑い中、お集まりいただきましてありがと

うございます。今回、日本の実験棟「きぼう」の中

核となる船内実験室の打ち上げ、取りつけ、起動、

それからロボットアームの展開、チェック、そう

いったものを行いました。１４日間のミッションで、

すべて順調に進めることができました。ここにい

る７人のクルー、それから軌道上にいま残ってい

ますロシアの宇宙飛行士２人、それからＮＡＳＡの

グレゴリー・シャミトフ飛行士、この１０人で軌道

上はやりましたが、それだけでなく地上も、開発

からずっとやってこられた方々、多くの関係者、

物をつくってこられた方、運用のチーム、訓練の

チーム、そういったいろんな方々の力があって初

めてできたミッションだと思っています。そして

何より、日本の皆さんの応援があったからこそ、

うまくできたんだと思っています。 

 先ほどコマンダーのマーク・ケリーから、ペイ

ロードコマンダーに私が任命されたというお話

がありましたけれども、ペイロードコマンダーと

しては、非常に楽をさせてもらったミッションだ

ったと思っております。ほんとに日本の力を見せ

ることができたのではないかと思いますが、これ

もやはり国際協力の中で、お互いに貢献し合って

きた結果だと思います。 

 日本の実験棟の船内実験室取りつけはできま

したが、実験までは我々のミッション中で始める

ことはできませんでした。もともとの計画上そう

なっていたのですが、この後、宇宙ステーション

の中で準備を進めまして、８月からいよいよ船内

実験室での実験が開始されることになっています。 
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 我々のミッションがゴールではなくて、新たな

スタートだと思っています。引き続き、日本の有

人宇宙開発、そして世界の有人宇宙開発を応援し

ていただければと思います。 

＜ 質 疑 応 答 ＞  

質問 マーク・ケリーさんにお尋ねします。我々

は日本のメディアですので、宇宙での星出さんの

具体的な活躍の様子について関心があるのです

が、コマンダーとしてどのようにごらんになって

いたのかお話しください。 

ケリー すばらしかった。もう想像以上、お願い

した以上、期待以上でした。最初に担当を決めた

際からとてもまじめでした。例えば夜、ほかのク

ルーが帰宅をしても、まだ彰彦は働いていました。

宇宙でも非常にうまく適応していました。ＪＥＭの

設置でも心配する必要がありませんでしたし、チ

ェックアウトも心配はなく、彰彦君が本当に専門

的なエキスパートとしてやってくれました。 

 おかげで私の仕事のほうが簡単になったので

す。信頼ができる彼がいてくれて、あれほどパー

フェクトに、私どもの重要なペイロードを設置が

できたということで、私もやりやすかった。なぜ

今回、ミッションが大成功したか、また、船内実

験室（ＪＰＭ）の設置に成功したか、これはほとんど

彰彦君のおかげといってもよいと思います。 

質問 ギャレット・リーズマンさんにうかがいま

す。長期滞在をし、宇宙ステーションを隅から隅

までみてこられたかと思うんですけれども、「き

ぼう」の特徴、何か気づいた点、よかった点など

があればお聞かせください。 

リーズマン 私はこの「きぼう」ミッションに最

初から関係しました。３月に最初に行ったときに

「きぼう」の船内保管室（ＪＬＰ）を持っていきました。

そのときからこの「きぼう」に関係していたわけ

です。最初はＩＳＳに持っていって、ＩＳＳで約３カ月

ですね。それからここにいる友人たちが来てくれ

ました。そのとき「きぼう」のほとんどの部分を彼

らが持ってきてくれたわけです。それでもってＪＥ

Ｍがようやく来たわけですね。 

 そのときにびっくりしましたのは、この機械は

エンジニアの部門がうまくできていて、もう最初

だったにもかかわらず非常にうまくいったわけ

です。宇宙では、機械を動かすということは、環

境的に非常に難しいのです。このモジュールを二

つ取りつけたのですが、それをほかのＩＳＳとイン

ターフェースさせなければいけない。これは最初

は地上でやるといいんですが、そういうこともな

かなかできませんから、いきなり宇宙でそれをや

るわけです。しかしながらあまり問題もなく、最

初から非常にうまくいきました。 

 「きぼう」全体で特にすばらしいと思ったのは、

我々が持っていった機械は最初からすべて、第１

回から非常にうまくいった。そしてずっと継続し

てすばらしい操作だった。エンジニアリング的な

点からいっても、テクノロジーからみても、非常

にすばらしい日本の力を示すものだと思います。 

質問 星出さんは日本のメディア、あるいは日本

人から大変声援を受けてうれしかったとおっし

ゃっていましたけれども、我々のほうは逐一皆さ

んのご活躍はテレビでみていました。星出さん、

皆さん方はどういう形でそういった反応をとら

えられていたんですか。というのは、世界中から

情報がどんどん入ってくるのをどうやって整理

していたのか。特に日本からの情報について、ど

んな形で伝えられていたのでしょうか。 

星出 ミッション期間中はなかなかみられませ

んが、ミッション前の準備期間は、インターネッ

トですとかで、私の場合ですと、特に日本のメデ

ィアの方々の記事は確認させていただいてまし

た。日本国内でどういう盛り上がりをみせている

のかもわかりました。もちろん帰ってきてからも

そうですし、ＪＡＸＡの担当のほうからもいろいろ

と情報は入っていましたので、そういう形で日本

国内での状況というのは耳に入っていました。 

 ミッション中はなかなか細かい情報はもちろ

ん入らないのですけれども、関係者が非常に喜ん

でくれたとか、日本の中でも盛りあがっています

よという話は聞いておりました。 

リーズマン 一言加えますと、宇宙ステーション
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には、ミッションコントロールから週２回ニュー

スが来ます。私は専らアメリカの新聞をみていた

のですが、テレビのニュースなんかも入ってきま

す。若田さんも、国際ステーションにいたときは

当然、皆さんが書いていたようなことを、日本の

テレビに出ていたようなことを、みていただろう

と思いますから、したがって、皆さん方のコメン

トも若田さんは知ることができたはずですね。 

質問 アポロ１４のミッションのメンバーの人が

いったことですが、新しい宇宙人が地球に来た、

宇宙人が来るようになったということですけれ

ども、そんなことがいつ可能になるんでしょうか。 

ケリー 確かに私もそのニュースはインターネ

ットでみました。そうしたことをいっていたエ

ド・ミッチェルは、たしかアポロ１４のメンバーで

したね。月で歩いた１２番目の人です。確かにおも

しろい意見ですよね。どこで彼がそのインフォメ

ーションを得たのか分かりませんが、私がみたビ

デオクリップでもやはり彼が出て、そういうこと

をいっておりました。 

 個人的な意見ですが、宇宙は確かに非常に大き

いですから、例えば望遠鏡でずっと先にみえると

ころに、２０００ぐらいのギャラクシーが見えるわ

けです。そして、その一つひとつのギャラクシー

の中に数千、数万の星があるわけですね。そこに

は一体何があるかはよく分からない。そういった

宇宙の中で、何らかの生物が火星にはあるという

証拠は確かにあるわけですけれども。 

宇宙のいろんなところに、恐らく生物は存在する

のでしょうね。しかしながら私の経験では、そう

いうところまで実際に行くということは、距離の

問題でこれはとても不可能です。とても困難なこ

とです。 個人的にはそういった宇宙人が地球へ

来るというようなことは、とても考えられない。

一度だけにしても、まして定期的に来るというの

は、とてもそんなことは考えられない。そんな証

拠はないと思います。 

ギャレン ここに座っている人で青いスーツを

着ている者については、みんな一緒に飛んだわけ

です。ただ一人例外がいるんです。それがギャレ

ットです。ギャレットは一緒の打ち上げではなか

ったのです。そこで、ギャレットはもしかしたら

宇宙人ではないという証拠がないかもしれない。

一緒に地球から行きませんでしたから。 

 初めて船内実験室（ＪＰＭ）でハッチをあけたと

きにギャレットが入っていたところを覚えてい

ます。あのときの彼の振る舞いの一部を思い出し

ても、宇宙人ではないかどうか、ちょっと確信を

持てません。彼はとても特別なＴシャツを着てい

たのです。ギャレット、スーツをあけて松井さん

のシャツを見せてくれませんか？  

リーズマン ニューヨークヤンキースの大ファ

ンなんです。特に、松井秀喜は私が大好きな選手

の一人なんです。このシャツはヤンキースタジア

ムで買いました。 

質問 ケリー船長、アメリカのニュースをみてい

たら、船長が、「きぼう」が何か日本車みたいだと

いうような話をされていたかと思うんですが、何

か「きぼう」に関して、特徴的な点、印象に残って

いる点とがあれば話してください。 

 もう一つ、ナイバーグさんにもうかがいたいの

ですが、星出さんはパートナーとしていかがだっ

たでしょうか。 

ケリー 車のコメントは覚えていませんが、確か

に「きぼう」が日本の車と同様にとてもよくでき

ていたのは事実です。すべてが厳密に、予想どお

りに動いてくれました。ＳＴＳ－１２３のときのコマン

ダーだったトム・ゴーリは、「きぼう」はトヨタのレ

クサスのようだと述べていました。私も同感です。 

 日本製は、確かに違いが分かると思います。日

本のＪＡＸＡ並びに日本のエンジニアの皆さん、科

学者、「きぼう」について長年頑張ってくださった

方、本当にできあがったものについて誇らしく思

ってくださればよいと思います。これは長く、特

級のＩＳＳ実験棟であり続けると思います。 

ナイバーグ 彰彦さんと私は、今回のフライトで

は多くの分野で協力をしました。ロボットアーム

の部分をかなり多く行いましたし、ＪＰＭの設置、

そしてＪＬＰを動かしたり、あるいはＪＰＭを起動さ
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せるということも行いました。船内実験室につい

て一緒に仕事が出来て楽しかったです。 

 マーク・ケリーコマンダーが述べたように、彼

は勤勉でまじめなんですが、同時に楽しむことも

している人なんです。それがとても大事だと思い

ます。非常にバランスがとれているのです。仕事

を頑張ること、仕事以外に頑張ること、それがと

てもよかったので、一緒に仕事をして楽しかった。 

質問 ミッションの中で一番ご苦労されたこと

など、あまりテクニカルじゃない話で、わかりや

すいことがあれば教えてください。 

星出 そうですね。先ほど申しあげたように、す

べてがあまりにも予想以上に順調に進んだ関係

で、かなり楽をさせてもらいました。ですから苦

労したことというのはあまりないんですが、やは

り無重力になって、最初のうちはなかなか体のコ

ントロールがきかなかった。自分の姿勢のコント

ロールがきかないというのがありました。これは

打ち上げ前にコマンダーのマーク・ケリー、ある

いは２回目の飛行になりますマイク・フォッサム

飛行士から、アドバイスとしてもらっていたので

すが。ドッキングするころには、スペースシャト

ルの中では比較的自由に動き回れるようになっ

ていましたが、ハッチがあいて宇宙ステーション

に乗り移ると、宇宙ステーションはスペースシャ

トルに比べてかなり広いんですよね。 

 スペースシャトルの中ですと、多少動き回って

もすぐに壁があるので体をコントロールしやす

い。でも、宇宙ステーションは広くて、ちょっと

姿勢を崩したり、どこか間違った方向に飛んでい

くと、すぐに姿勢を直すことができない。それで

ちょっと苦労しましたね。 

 さらにいいますと、「きぼう」があいて、「きぼ

う」の船内実験室の中に入ってから、さらに広か

ったものですから、あるところにいきたいと思っ

て壁をけって飛んでいこうとしたら、ちょっと角

度がずれてしまい、そこに到達するまで姿勢の変

更がきかないというのはありましたね。 

質問 日本人はこれで何人か宇宙飛行を経験し

て、これから若田さんが長期滞在へと向かうわけ

ですが、リーズマンさん自身が、長期滞在したこ

とによって気づいたことというか、改めて宇宙で

感じたことはありましたか。肉体的にとか、精神

的にとか、何か変化があったのか教えてください。 

リーズマン 一番大きな違いは、長いことあそこ

にいると、ある意味で宇宙になれてしまうんです

ね、宇宙で働くということになれてしまう。重力

ゼロの状態が普通になってしまうわけです。最初

の２～３週間の間、ＳＴＳ－１２３のときには、毎日の

活動が違う、毎日の経験が違うというのが非常に

珍しかったです。ところが上へ行ってしまって、

２～３カ月もしてくると、もう普通になってしまう

んですね。それが当たり前の、普通の日常生活の

ようになってしまうんです。これはまことに意外

なことで、魔法といってもいいと思いますけれど

も、あれだけ違う環境なのに、実際そこに住んで

いると全く普通のように思ってしまうんですよ。 

 「宇宙に浮かぶ」というふうに皆さん思われる

かもしれませんけれども、例えば壁にちょっとさ

わっただけで、もう浮いてしまうんですね。スー

パーマンみたいなもので、あれはやっぱり宇宙に

いて一番楽しいことですね。そういうふうに飛ん

でいるというのは、非常にすばらしい経験ですよ。

しばらくするとそれになれて楽しむようになる

んです。もうすべて宇宙に住んでいるのが楽しい

ということになる。 

 若田さんがやがてそういうことを経験される

ようになりますので、彼もそういうことを楽しみ、

皆さんも若田さんの活動をみて楽しまれるとい

うことを希望しております。 

質問 皆さん方７人の経歴をみますと、今回、初

飛行という方が４人いらっしゃいます。当然何年

間もの厳しい訓練で、宇宙のことはもうよく分か

っていらっしゃると思いますが、実際に飛んだと

き、思ったより大変だとか、ないしは訓練と同じ

だったといったことがあったかのでしょうか。 

 それからケリー船長にお聞きしたい。船長はも

うベテランですが、飛行を始める前に、この４人

の方に何か心構えなり、過去の経験なりをどのよ

うにアドバイスされたのでしょうか。 
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ケリー 私の方から助言の部分で話を始めてみ

たいと思います。ＳＴＳ－１２４では、７人のクルー

のうち、私とマイケル・フォッサムが前に飛行し

たことがありまして、あとの５名は初めてでした。

グレゴリー・シャミトフはまだ宇宙にいますので、

彼のミッションはいま現在進行中です。１１月まで

滞在が続くわけです。きちんと帰還をしてほしい

と願っております。 

 トレーニングですが、我々の場合には１４カ月、

ミッションの準備をしました。その訓練期間に、

シミュレータークラスで飛んでみる練習をした

り、ありとあらゆることをしてみるのです。例え

ば大きな水泳プールで、ＥＶＡ、船外活動、特にマ

イクと私なんですけれども、練習をするわけです。 

実体験のある者には、このトレーニングと現実が

違うということは分かるのです。トレーニングの

レベルは高いのですが、やはり現実のことが、ど

うしてもトレーニングには反映できないことが

あるのです。宇宙で暮らすとどうなるか。ある特

定のことを無重力でした場合にどうなるか分か

らないこともあるのです。トイレはどうするのか

とか、どう寝袋で寝るのかとか、トレーニングで

十分やれないこともあるので助言をします。 現

実と訓練、シミュレーションとはどう違うか、と

いうことも話しました。 

 初飛行で何か意外なことがあったか、予測して

いなかったことがあったかということは、まず星

出君から。 

星出 シャトルが宇宙ステーションにドッキン

グするとき、徐々に近づいていくときに、宇宙ス

テーションがみえるわけですが、ほんとに美しか

ったんですよね。金属製なので銀色に輝く。あれ

だけ大きなものが漆黒の宇宙の中に浮かんでい

る。それがみえたときに、ものすごく美しくて、

これは人類として本当に誇りに思いました。 

 これはさすがに訓練で模擬できるものでもあ

りません。そういうインパクトを感じました。も

ちろん地球も美しかったですし、先ほど話があり

ましたが、無重力の楽しさ、そういったものはや

はり体験しないと分からない。これは事前にいろ

んな映像とか、先輩飛行士の話を聞いていても、

はるかに想像を超えていましたね。非常に楽しく、

美しく、人類の一員として誇りに思いました。 

ナイバーグ 我々がミッションのために受けた

訓練はとてもいい内容です。したがって私が宇宙

に上がっていたとき、シミュレーターにいるのかと

思うほど似ていました。打ち上げのときの振動と

か、重力の実感、これはシミュレーターで経験し

たものに近かった。それは、地上の訓練者がすぐ

れているということで、我々が事前に受けた助言

が正しいということを実証していると思います。 

 訓練の時にコマンダーがいっていたことの中

で、話を聞いたときには分からなかったことがあ

ったんですが、数日経過した後、本当に宇宙にな

れてくると、つまり最初の数日間はひっくり返っ

ているという感覚があるのです。何だか頭がひっ

くり返っているなと実感しました。それは視覚の

違いがあるからです。ところが数日経過すると、

自分のほうがひっくり返っていて、自分が正しい

んだと思うのです。それは経験するまで実感が分

かりませんでした。言葉で聞いていたとしてもど

ういう実感であるかは、実際にそうなるまで分か

らなかったのです。 

ハム 打ち上げの経験をお話しします。私にとっ

ては、打ち上げのときの感覚はシミュレーション

とは全然違いました。地上で車に乗って、とまっ

ている状態から加速をして、高速になるときには、

後ろのほうに押される感じがあると思うんです。

そして、加速の感じになれていって、あるスピー

ドに上がったなと分かるものなんです。地上で車

に乗っている限りではそういうことをわざわざ

考えていないと思います。しかし、打ち上げのと

きは、椅子にかなりぐっと押されて、だんだんと

３Ｇの加速に至っていくのです。しかもこれが８分

半ほど続くのです。これはほかにみられない状況

で、体はそういうことを絶対経験したことがない

わけです。例えば、一体どういう速度であるのか、

頭の中で計算してみます。そうすると、おもしろ

い、ぞぞっとするような、ぞくぞくっとするよう

な雰囲気が出てくる。ほんとにほんとにほんとに

ほんとに速いんだなと。８分半たった後、そんな

スピードなのかと、頭で速度を考えるシミュレー
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ションというのは無理ですよね。だれにもそうい

うことを聞いたことがなかったのですが、本当に

あれはシミュレーションでは無理です。 

ギャレン あんまり意外な点はありませんでし

た。なぜかといいますと、あまりにもきちんと訓

練を受けていたからだと思います。十分にトレー

ニングを受けていたので、予測ができたというこ

とだと思います。 

 ただ一つつけ加えたいことがあります。このフ

ライトというのはお金がかかるのです。毎秒毎秒、

そのお金に見合うだけのことを活用したい。でき

る限りの作業をしたいと思っているわけですか

ら、とても忙しいのです。一瞬一瞬、宇宙ででき

る限りのことをしようとしているんです。軌道に

乗っている時間は限られているわけですから。 

 私にとって一番大きなサプライズは、地球をみ

たときです。多くの方たちがそういうことをいい

ました。いかに地球が美しかったかと、多くの宇

宙飛行士がいっていました。私には、ＩＳＳのロボ

ットアームの先端で、船外活動をするという幸運

がありました。私は１００フィート、ＩＳＳの上にい

たのです。そして、ＩＳＳを見下ろしていて、美し

いなあと思っていました。かつ、その後ろで、動

かない地球が輝いていたのです。あれは、シミュ

レーションで、トレーニングで経験するのは不可

能ですね。あれは、本当に本当に幸運でした。 

質問 質問は二つあります。一つは、宇宙旅行と

いう話がメディアでも出ていますが、一般の人が

宇宙旅行をするという可能性について、いつごろ

それが実現するとお考えでしょうか。皆さんの宇

宙での経験から、最初に宇宙旅行をする人に対し

てどのようなアドバイスをしますか？ 

ケリー 宇宙旅行、宇宙観光ですね。ロシアはあ

る程度宇宙ステーションまでやっていますね。た

しか６人ぐらいまで行ったんじゃないかと思いま

すが、最初はたしか２００２年でしたか。料金は大

体３,０００万ドルぐらいですよね。非常に高い。 

 ソユーズで飛んでいって、宇宙ステーションに

１週間ぐらいいるわけですね。これからも続ける

そうですが、ロシアの会社がもっと短いのを計画

しているようですね。もっと安くする。かなり潜

在客はあると聞いています。そういうことになれ

ば、すばらしいんじゃないかと思いますね。もう

民間部門が、宇宙へ出かけていく。それでもって

一つの商売をするということもいいでしょう。い

まはもちろん政府しかやっていないわけですが、

それがさらに産業として拡大するということに

なれば、いろんな面の進歩も期待できるでしょう。

２０世紀の初めぐらいに飛行機が飛び始めたころ

と似たところがあるのではないでしょうか。 

 最初は政府がやっていたけれども、やがて民間

がやり出して、それによってほんとに拡大する。

いまのところはＮＡＳＡあるいはＪＡＸＡがその先頭

に立って宇宙開発、宇宙活動をやっているわけで

す。新しい機械をつくったり、新しい宇宙船をつ

くったりしています。日本のスペースエージェン

シーもやはり我々のパートナーとして、それが民

間にも広がっていくのがいいんじゃないでしょ

うか。あるいは地球の軌道でも、それを使って、

そこに宇宙旅行をする。 

 例えばカリフォルニアの会社は、最初の宇宙観

光をこれから２～３年の間にやるという企画をし

ているようですね。これは母船があって、それで

宇宙船をずっと上に打ち上げて、すぐまた帰って

くる。軌道を回るということになると、音速の２５

倍ということになりますので、技術的に非常に難

しくなります。しかし、それに対して、真っすぐ

ずうっと上のほうに上がっていって、それからま

たおりてくるということになりますと、熱の問題

も少ないし、ミッションの期間も短いし、リスク

が少ない。そういう形であれば民間の企業でもか

なり可能ではないでしょうか。 

質問 二つほど星出さんにお聞きします。巨大な

構造物を動かして、あんなにぴたりとはめるとい

うのは大変なことだと思います。地上で練習中に

は失敗はなかったんですか。 

 もう一つは、日本人で登録されている宇宙飛行

士が８人ほどいるんですが、その中で星出さんは

一番語学が堪能だと聞いておりますので、その面

での苦労も少なかったと思います。これからいろ

いろ実験が始まるので、日本でももっと多くの宇
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宙飛行士を備えておかなければならないのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。 

星出 地上でロボットアームの訓練をするとき、

いくつかの設備を使うのですが、主に使うのがコ

ンピュータグラフィックスを使ったシミュレー

ターです。そこで何回も何回も訓練しますし、ど

ういう順番で何をすればいいのかというのが、自

然に体に身についてくるというような状態です

ね。もちろん、何かあった場合に、どういう対応

をしなきゃいけないのかといったところもカバ

ーしてくれますので、非常によくできた訓練のシ

ステムだなと感じました。 

 実際、訓練中には失敗はもちろん何度かありま

した。コマンダーのマーク・ケリーが違う部屋に

いて、そのシャトルとステーションの間のやりと

りということで、ロボットアームの操作がありま

した。そのときに１回、ちょっと細かい話は忘れ

ましたが、失敗をしたんですよね。実はそのとき

に、マーク・ケリーから携帯にメールが入ってい

まして、それを訓練が終わってからみたのですが、

「失敗したことについて、その後引きずるな。こ

れでこのタスクに関してはおまえは軌道上で絶

対失敗をしないということを確信した」と。 

 要は、失敗するのが当たり前なんですね。地上

で失敗をして、そこで学ぶことが大事で、それを

踏まえて軌道上で成功すればいい。 

 軌道上でも、失敗、ミスがゼロということはあ

り得ないんです。しかし、一番大事なのは大きな

ミスをしないこと。小さいミスはいくらでもリカ

バーがきくので、大きな失敗をしないようにとい

う訓練システムになっています。それが十分に効

果を発揮したミッションだったと思います。 

 日本人の宇宙飛行士ですが、今後の長期滞在を

踏まえますと、若田飛行士から始まって野口飛行

士、それから私も順番が回ってくると思います。

やはり今後の有人宇宙開発を考えると、人は多く

採用しておかなくてはいけない。養成に時間がか

かりますので、おっしゃるとおりだと思います。 

 いま、日本でも新しい宇宙飛行士の候補者を選

んでいるところです。１,０００人弱の応募者の中か

ら、現在２３０名ほどに絞り込んでいます。これか

ら半年から１年ぐらいかけて、来年の２月だと思

いますが、そのころまでに選ぶということになっ

ています。大体３人ぐらいと聞いています。 

 実は世界中で同じ動きがあります。ＮＡＳＡでも

いま来年のクラスを選抜中ですし、ヨーロッパ、

カナダでも同じようにやっているところです。 

質問 初飛行の人にお聞きしたいのですが、宇宙

に行って怖くなったりだとか、そういうことはな

かったんでしょうか。それから、ホームシックに

なったとかいうことはなかったのか。宇宙にいる

間に、一番だれに会いたかったのか。実際に地球

に帰ってきて、どんなことを思ったのか。 

ナイバーグ 私が一番会いたかったのは２匹の犬

です。とても特別な存在です。写真を何枚か持っ

ていきました。一番会いたかったのは２匹の犬だ

ったのですが、私が帰ってきたら、犬たちもほん

とに喜んでくれました。 

星出 やはり宇宙へ行って、友達とか家族とかが、

どうしているかなと思うこともありましたが、私

の場合は１４日間は短かったというのが一番の感

想かもしれません。 

 宇宙ステーションとの間のハッチを閉めると

きに「え、これで帰っちゃうのか。嫌だな、もう

ちょっといたいなあ」と思いました。旅行に行っ

て、もう帰らなきゃいけないというのと似ている

と思うんですが、そんな感覚に陥りましたね。次

に長期で滞在できることを楽しみにしています。 

 ハッチを閉めるときに、もっといたいと思った

のは、みんなそうだと思うんですが、多分、ギャ

レットだけは早く帰りたいと思ったんじゃない

でしょうか。 

ハム 何か怖いことを経験したかということで

すが、私に関しては怖いことはありませんでした。 

 エキサイティングなときはありました。よく使

ったフレーズがあるんです。打ち上げに近づくと

「打ち上げはクリスマスのようだ」と。小さな子供

のときにクリスマスがもう少しで来ると思うと
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きのドキドキです。あと１週間だ、あと６日だ、５

日だ、４日だと、わくわくドキドキしていました。 

 宇宙にいるときにだれに一番会いたかったか。

自明ですね、妻と２人の息子がいるんです。寂し

いとか、会いたいということではなく、一緒に経

験したかったな、家族が一緒にいてくれればよか

ったな、と。私が地球に戻っていくのではなくて、

家族に来てほしかった。あまりにも珍しい経験だ

ったので、地球をみる、それから宇宙を飛び回る

ということを、家族で一緒に経験したかった。 

ギャレン これまでのコメントに同感です。家族に

会いたかったですし、彰彦君のように、帰る時間に

なったときには、悲喜こもごもでした。家族に会

えないのは寂しかった一方で、みんな気がついた

と思うんですが、我々は特別な機会をもらった、

それが終わってしまうのだという実感があり、本

当に複雑な気持ちでした。帰還はうれしい。しか

し、すばらしい場所から離れるのも寂しいのです。 

リーズマン ケン（ケネス・ハム）が述べたよう

に、怖いという言葉で当てはまる瞬間はなかった

と思うんです。私はＳＴＳ－１２４で、この人たちと

一緒に帰ってきたのですが、私は下の階のミッド

デッキにいたのです。８．５分の打ち上げ、そして

軌道を離れて６０分後に着陸するのですが、するこ

とがなかったんです。ただ単にストラップでいす

にとめられていて、ヘルメットをかぶっていた。

スーツを着て、ヘルメットも閉じていて、仕事も

もうないわけです。そのときに、いろいろ考えて

しまうのです。従来であれば、悲劇が起こった瞬

間もあったわけです。何もすることがないと、そ

ういうことを思い出してしまう。恐らく、上の階

にいた人たちはとても忙しかったと思うので、そ

んなことを思い出す瞬間はなかったでしょう。 

 怖いという表現ではないのですが、ただ、事故

を思い出してしまう。これが一番危ない瞬間だっ

たなと、着陸寸前が危ないな、とか思い出す時間

ができてしまうんです。 

 ３カ月間でしたが、確かに友人や家族に会いた

いと思いました。これは以前にも気がついたので

すが、ＩＳＳにいて地球をみることが私は好きだっ

たのです。地球を見下ろすと、あそこに何十億も

の人がいるんだなということを知っているにも

かかわらず、地球を見下ろしていると、たった１

人のことだけ考えていました。それは、妻でした。

それと猫のファジーでした。 

質問 まず「きぼう」の音についてです。日本のエ

ンジニアが非常に苦労して「きぼう」の実験室の

音を少なくしたわけですが、やはりほかのモジュ

ールと比べて静かだったと思われますか？ 

フォッサム 私が答えましょうか。確かに非常に

静かでしたね。いままで何年間もこういった音響

実験をしてきました。ステーションの中では非常

にうるさいところがあって、耳の保護をしたほう

がいいというところもあります。そういう点では

「きぼう」はすばらしかった。非常に静かでした。

働きやすかったですね。ほかのクルーとのコミュ

ニケーションにおいても非常にやりやすい。それ

ほど大きな声で話さなくても聞こえるわけです。 

質問 日本は新しいアストロノートをいま選ん

でいるわけです。アストロノートになりたいとい

う人もたくさんいます。アストロノートになるに

はどういうことが必要で、どういう資質が必要で

しょうか。アストロノートになりたいと希望して

いる子どもたちに対するアドバイスを。 

フォッサム これはほかの人にも答えてもらい

たいんですが、まずは、やはり冒険心ですね。何

かすばらしいことを、何か少し変わったことをや

りたいという冒険心が一つ。それからやはりそう

いう夢を達成するんだという強い信念ですね。そ

してそのために何でもやる、献身的にやるという

意欲ではないでしょうか。 

ケリー それにつけ加えますと、私の子供にもい

つもいっているんですが、あるいはまた学校に招

かれたときなどに話すことですけれども、まず、

ともかくいい教育を受けなさい、と。学校での成

績もよくなれば、やはりいろんな機会ができてく

る。我々もみんな学校ではよく勉強して、成績が

よかったと思います。したがって、まずそれが第

一でしょうね。それから、こういうキャリアをや

るためには、ともかくよく働くことですよ。 
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星出 いまのに追加してですけれども、いわゆる

宇宙飛行士というのは、一人では何もできない世

界です。これは、社会のいろんなところと全く同

じだと思いますが、宇宙飛行士一人では何もでき

ない。やはりチームワークが求められる世界です。

特に私は、このクルーのメンバーに非常に恵まれ

たなという思いが強い。ですので、チームワーク、

仲間ということですね。仲間と仲よく一緒に頑張

るということを経験してほしいなと思います。 

質問 地球上では、相変わらず国と国とのいさか

いとか、あるいは地球温暖化問題とかがあって、

将来、地球はどうなってしまうんだろうかという

不安を感じざるを得ない人も多いと思います。星

出さんは今回、宇宙から地球をどのような思いで

みつめていらっしゃったのかというのが一つ。 

 それから、きょう集まっていらっしゃるクルー

の皆さんに、そういったしがらみを超越した、何

かきずなみたいなものを感じるわけですけれど

も、星出さんにとって、きょう一堂に会しました

このクルーの皆さんはどんな存在であるのか。何

か適切な表現がありましたら。 

星出 やはり地球をみて、大気の層が非常に薄く

て、あ、守らなければいけない星なんだなという

のは、いろんな飛行士がいっていましたけれども、

私も同じように感じました。一方で、海に太陽の

光が反射している非常にまぶしい、あるいは大地

がこう大きくみえて、というところでは、非常に

大きなエネルギーといいますか、力強さを感じま

した。ああ、この星はほんとにすばらしいエネル

ギーを持っているのだなと強く感じましたね。 

 国と国との話だとか、環境問題とかいろいろあ

りますけれども、まず環境問題に関してはものす

ごく強烈なインパクトがあった。そういった意識

は変わってくるんじゃないかな、と。ほんとに自

分たちの目でみることは大事だと思うのです。ぜ

ひ多くの方々に宇宙から地球をみていただけた

らと思います。もう一つは、国際宇宙ステーショ

ンは名前のとおり「国際」で、世界１５カ国と宇宙機

関が協力してやってきているわけです。もちろん、

設計段階ですとか、いろんなところで考え方が違

ったり、というのはあったわけです。ですが、そ

れを乗り越えてここまで来ることが出来たとい

うのは、人類は協力できるんだ、と示せた一つの

大きな例になるんじゃないかなと思います。 

 ここにいるクルー、そうですね、いろんな言葉

があると思うけれども、家族じゃないでしょうか。

もうその一言だと思います。この１４カ月ほど一緒

に訓練をしてきましたが、昼間の訓練のときだけ

ではなくて、夜もいろんなところに飲みに行った

り、だれかの家でパーティーやったりと、ほんと

に家族ぐるみでつき合っています。宇宙にいる間

は、ほんとに兄弟姉妹のような感じでやっていま

したし、かけがえのない家族だと思っています。 

質問 テレビで見ましたときに、星出さんの小さ

いときにかかれた図画が非常に印象に残った。そ

の絵の旗に「きぼう」と書いてあったと思うんで

すよ。それで、その「きぼう」と今回の「きぼう」で

何かつながりがあったのか。 

星出 スミソニアンの博物館に４歳ぐらいのと

きに連れていかれた。あるいはフロリダのケネデ

ィ宇宙センター行って実際のロケットを見まし

た。これが、私の宇宙に行きたいというあこがれ

のきっかけになったと思っています。 

 小学４年生のときに作文を書きました。それは

ずっと忘れていたんですが、そのときの先生が、

実はこんなのが残っていたと教えてくださいま

した。改めてみて、ああ、確かにこんなこと書い

たなと思ったんですけれども、そこに将来宇宙飛

行士になりたいというふうに書いてありました。 

 おっしゃられた「きぼう」という言葉なんです

けれども、あれは実はそのときの文集の名前が、

たまたまなんですが「きぼう」だったんですね。た

またまそういうことだった。しかもひらがな３文

字で「きぼう」と書かれてあったということです。

ほんとに、でき過ぎですよね。 

司会 ありがとうございました。きょうは大変タ

イトなスケジュールの中を７人そろっておいでい

ただきまして、また、示唆に富んだお話をたくさ

んいただきましてありがとうございました。これ

で終わりたいと思います。（拍手） 

（文責・編集部） 




